

















































保育士資格取得希望者は 2 年次後期 11 月に「保













































調査は、2年次学生を対象に、2019 年 4 月と 6月の
2回実施した。4月は未だ何の実習も経験していない
段階、6月は初めての実習である「幼稚園教育実習Ⅰ







































調査参加人数は 76 名だが、欠損値を含んだ 5名を
除いた 71 名分の回答を以下の分析に用いた。
まず、実習を振り返って回答した各質問項目とその


































































































































実習の振り返りと保育者適性尺度（2019 年 4 月と 6
















効果が有意となったが（順に、F(1,65)= 8.05, p＜ .01; 
F(6,390)= 15.50, p＜ .01）、交互作用は有意にならな






























































なり（順に、F(1,29)= 14.53, p＜ .01; F(6,174)= 10.57, 
p＜ .01）、群と時期の交互作用および群と下位尺度の
交互作用が有意になった（順に、F(1,29)= 6.89, p




効果が有意になり（F(1,58)= 5.83, p＜ .05; F(1,58)= 


















定値の変化（差）を Figure 1 に示す。
「愛他性」では成長高低群による評定値の変化（差）
が相対的に小さかったが、上記相関係数の分析結果と
一致する。成長高群では「気働き」「行動力」「養育性」
の評定値の変化（差）が相対的に大きいのに対して、
成長低群は「社交性」「行動力」「共感性」の評定値の
変化（差）が相対的に大きいかった。細やかな気配り
ができることや思いついたらすぐに行動するように実
習中に取り組むことで、実習を振り返って成長したと
感じることにつながるのに対し、自分から進んで挨拶
することや共感的に子どもと関わることが実習中に取
り組めない場合に、実習を振り返って成長したと感じ
られないと考えられる。
Ⅵ　さいごに：まとめ
本稿では、実習を振り返ってどのように変化したか
という、実習の振り返りの視点から、保育実践が保育
者の自己評価に及ぼす影響について、保育者適性尺度
を指標に検討した。具体的には、保育者になるための
初めての実習である「幼稚園教育実習Ⅰ（観察実習）」
前後で保育者適性尺度に回答し、かつ実習を振り返っ
て調査項目に答えてもらうという形式で、保育実践に
よる保育者の自己評価の変化を分析した。
実習を振り返っての回答についての相関係数の分析
においては、実習目標や実習のねらいに即し、幼稚園
での保育の様子や保育職についての理解ができた、そ
して子どもとの関わりができたと高く評価しており、
それに比べると、記録やコミュニケーションについて
はそれほど評価は高くなかった。また、実習を振り返っ
て実習目標や実習のねらいを達成できたと評価すると
同時に保育者の厳しさ・大変さをも実感していた。そ
して実習に対する総合評価として、実習を振り返って
実習目標や実習のねらいを達成できたと評価するほ
ど、実習によって成長したと感じていた。さらに、実
習による成長を感じたと評価するのに重要な要因は、
幼稚園教諭という仕事の楽しさであり、すなわち実習
を楽しむことであった。
保育者適性尺度においては、初めての実習を経験し
て概して評定値は高くなっていたことから、初めての
実習を経験することで、保育者として子どもの変化に
気配りをしながら子どもの立場に立って子どものため
になるような働きかけをしようとする特性を感じるよ
うになったと考えられた。しかし、保育者適性尺度と
実習を振り返っての回答との関係をみてみると、実習
を振り返って適切な指導や援助の方法を理解し、それ
を楽しいと評価し、実習による成長を感じた場合に顕
著であることが示された。実際に、実習による成長を
感じたか否かによって調査時期による変化が異なった
ことから、初めての実習を経験することで評定値は高
くなるのではなく、実習を振り返って成長を感じたと
回答する場合に評定値が高く、逆に実習による成長を
感じられなかったと回答する場合は評定値が低くなっ
た。保育者としての自己評価が必ずしも一律に高くな
るわけではなく、実習による成長を実感するかどうか
によって異なることが示された。
以上から、保育者としての自己評価を高めるために
Figure 1：成長高群と低群における保育者適性尺度の下位尺度別の評定値の変化（差）
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は、実習という保育実践そのものを楽しむことによっ
て、保育実践による成長を学生が感じられるようにす
ることが重要であると考えられる。
実習目標と自己評価との整合性
実習では、保育が展開される実践現場に身を置き、
子どもと保育者との関わりを直接体験を通して学習す
る。これまでの学びの理解を深めるとともに、新たな
視点を身につけることが期待される。しかし何も明確
に持って向かわなければ、何も学びとれないまま実習
を終えてしまうことになる。実習が意義あるものにな
るかどうかは、実習生自身が自分なりの目標をもって
臨むかどうかにかかっている。そのため実習へ行く前
に、必ず実習目標を立て、実習が終わってからその目
標が達成できたかどうか実習中の学びを振り返り、自
らの学習を深める。しかしここでの実習目標の設定は、
あまり具体的でない、「幼稚園教育実習の手引き」に
掲載されている参考例を書き換えたお仕着せの目標に
なっているがために、何をもって達成できたか明確で
ない目標になってしまっている可能性がある。それゆ
え、実習を振り返って自己評価した場合に、総合的な
評価である「成長」を規定するのが実習目標や実習の
ねらいではないというように、実習目標と自己評価と
の間にズレが生じてしまうことになる。よって実習目
標を立てる場合には、目標達成が明確になるよう設定
する等、意識していくことが望まれる。
事前・事後指導のあり方
実習へ行く前の事前指導では、実習の意義や目的、
ねらい、実習に対する心構え、実習の注意事項の伝達
と書類作成等が中心になっている。保育内容や方法に
関することでも、記録や保育指導案の書き方といった
保育技術の説明がなされる。実習に学生を送り出す教
員側からすると、実習に行くにあたって必要なことを
網羅するよう事前指導の授業計画をしているのだが、
学生側からするとそれらがどう関連しているのか、何
のために必要なのか分からないままになっている。実
習に行って成長を感じ、保育者への適性を高く評価す
るようになるためにも、幼稚園教諭という仕事の楽し
さ、実習の楽しさを感じることができる事前指導の授
業内容になるよう、改善工夫する方向性が考えられる。
それはひいては、学生が実習を経験することで、保育
者になりたいという意欲と熱意を新たにするのにつな
がると考えられる。このことは事後指導についても当
てはまる。実習後には、実習でできなかったことや保
育者として自分に足りないものや課題にどうしても注
意を向けがちだが、事後指導では実習でできたことや
保育者として成長したこと、楽しいと感じたことに注
意を向けるような働きかけが重要であると考えられ
る。それはこの後に続く一連の実習へ向けての事前指
導の一環としての役割を果たすことにもつながるとい
えよう。
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